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№ 8

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00　〈食　事〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

	 （誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／14）……クラブ協議会

	 　　　　　　　	ガバナー補佐訪問

	 　（９／21）……休　会（法定休日）

　13：00　14．本日のプログラム

	 　　新会員アワー

	 　　　遠
えん
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　直
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樹
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	会員

	 　　　新
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み
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	会員

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30　18．散　会

出 席

会員総数　96名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　88名

欠　席　３名　　出席率　96.59％

前々回（８／24）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）９月１日より、ロータリーレートは１ドル106円

になりました。

会 長 あ い さ つ

神野　公秀

　週末には大型で非常に強い台風10

号が、沖縄　大東諸島を経て、沖縄・

奄美に接近し、鹿児島に接近、九州

をなめるように北上し、この地方に

も影響を与えました。これから、こ

の地域に影響を及ぼす台風が、幾

つかはやって来るとは思いますが、

しっかり備えをしておきたいと思います。

　昔から一年でもっとも明るく、美しいお月様は、旧暦

８月15日に昇るとされてきました。その月を愛で、お供

えをささげて秋の実りに感謝するのが「十五夜」です。

「お月見」や「中秋の名月」といった言葉でもおなじみ

です。街灯もネオンサインもなかった時代の人々にとっ

て、夜を照らす月の満ち欠けは大きな関心事でした。そ

のため、旧暦も月の満ち欠けをものさしにつくられてお

り、旧暦１日は新月、15日前後が満月となります。旧暦

８月15日の月を鑑賞する風習は、中国から伝わったと言

われ、平安時代には宮中行事となり、貴族の間で詩歌（し

いか）や管弦を楽しみつつ酒をたしなむ祭りが催されて

たことが、残された詩歌や日記、物語が雅やかな月見の

宴の様子を伝えています。月見の風習は次第に武士や庶

民にも広まり、室町後期からは、月を拝み、この時季に

収穫された作物を月にお供えし、実りに感謝する古来の

収穫祭と結びついていきました。十五夜に欠かせないし

つらえといえば、ススキに団子、そしてサトイモやサツ
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マイモです。実りの時を迎えたイモ類をお供えすること

から、十五夜は「芋名月」とも呼ばれます。ススキは神

様が宿る依り代であり、魔除けの縁起物です。月に供え

たススキを軒下につるしておくと、病気にかからないと

されています。自生しているススキを手に入れることは、

今では、なかなか難しくなってきていますが、石川友美

会員にお願いをして頂ければ、きっと大丈夫だと思いま

す。まあるい満月を模した団子はお月様への感謝のしる

しです。その数は、「十五夜にちなんで15個」や「一年

は12カ月だから12個」といった説がありますが、お下が

りとして夜のうちに美味しくいただける程度の数でもよ

いのではないかと思います。新暦では、十五夜の日付が

年ごとに変わるため、つい忘れがちですが、月を愛でる

時間はなかなか日常ではつくれません。風流なひととき

をもたらす年中行事として、大切にしたいものです。

　次週は、ガバナー補佐訪問を受けます。お越し頂ける、

本年度のガバナー補佐（大見宏様）を簡単ではあります

がご紹介をさせて頂きます。

お	名	前　大見　宏

生年月日　1956年（昭和31年）生れ

勤	務	先　大見法律事務所

役　　職　所長

〈ロータリー歴〉

　1993年　	安城 RC入会

　2001―02　新世代委員長　

　2003―04　国際奉仕委員長　

　2007―08　幹事

　2011―12　会長エレクト

　2012―13　会長

　2015―16　ロータリー情報委員長

　ベネファクター/マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　第３回米山功労者

　各クラブの活性化策を2021年２月の IMにて紹介し、

西三河９クラブで情報共有し、「クラブの活性化」を「地

域の活性化」につなげ、さらに「行動するロータリアン」

から「世界の平和」につなげていきたいと言われています。

傘 寿 の お 祝 い

神谷　龍司	会員

お 祝 い

９月の会員の誕生日…中村美智雄、神谷龍司、前田孝司、

小澤陽一、鈴木豊、出口達也、豊田貴久、都築浩介、

近藤洋一、西脇隆、宮川正明会員。

配偶者の誕生日…深谷慶子（稔彦）、今村典子（順）、横

山知子（宜幸）、兵藤千香（文男）、稲吉亜衣子（克己）、

鬼頭かおり（一浩）様。

結婚記念日…加藤繁則、林正敏、伊藤節夫、小澤陽一、

内藤昇、渡部亨、岡田行永、西脇隆、山下雅則、新美

大輔、二村寿泰会員。

９月度入会記念日…杉浦芳一、加藤哲也、深谷稔彦、野

村紀代彦、横山昌幸、藤井邦彦、石川泰隆会員。

新 会 員 ア ワ ー

遠藤　直樹	会員

　三井住友銀行の遠藤です。

　昭和47年生まれで、出身地は知多

半島の半田市です。

　半田と言えば、地場産業は何と

いっても醸造業です。

　また、亀崎潮干祭りをご存知の方

も多いかもしれません。

　そして、半田出身の著名人と言えば、「ごんぎつね」

の新美南吉です。

　半田高校の卒業生には、経団連会長を務められた平岩

外四氏、榊原定征氏、現在、日本銀行で政策委員会の審

議委員を務める片岡剛士氏がいます。

　自宅は東京都の西部、以前、日産の工場があった武蔵

村山市というところで、家族は妻と娘二人です。この４

月から、初めての単身赴任をしています。

　学生時代には、ホッケーをしていました。

　戦前、日本代表がベルリンオリンピックにも出場した

歴史あるスポーツですが、どうしてもマイナーな印象が

強いのが残念なところです。

　日本代表は、男子が「サムライジャパン」、女子は「さ

くらジャパン」というチーム名ですが、一番有名なホッ

ケー選手は、トヨタ自動車の豊田章男社長ではないかと

思います。慶応大学ホッケー部に所属され、モスクワオ

リンピックの日本代表候補選手だったそうです。

　最近の趣味は自転車です。

　運動不足の解消を目的にクロスバイクを購入しました。

名古屋市内であればどこへでも自転車で行きますし、長

久手に行ったこともあり、ここ刈谷にも来ました。

　これから、季節がよくなりますので、実家のある知多

半島を自転車で巡ってみようかと思っています。

　最後に、刈谷とのご縁についてお話しさせて頂きます。

　私の父は、若い頃、東海銀行の刈谷支店で勤務してお

り、地元企業の皆さまには、大変、お世話になりました。

　現在は、妹夫妻が勤めている会社で、夫婦揃って営業

として刈谷地区の担当をしております。

　このようにいろいろとご縁のある刈谷で仕事をするこ
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とができ、さらに、このロータリークラブで活動させて

頂く機会を頂いたことを改めて感謝しております。今後

とも、よろしくお願い致します。

新 会 員 ア ワ ー

新美　大輔	会員

　2020年６月より、伝統と格式のあ

る刈谷ロータリークラブに入会させ

て頂きました。

　株式会社アイ・エムの新美大輔で

す。

　会社の紹介からさせて頂きます。

　創立から現在45期目を迎えており

ます。事業内容は建築金物の設計・製造・施工です。

　建築金物といっても、ピンとくる方は少ないかと思い

ます。

　例えば、金属パネル・手摺・EXP.J などを、建物ご

とに図面を書き、製造し、現場での施工管理まで行って

おります。主に扱う素材は、スチール・アルミ・ステン

レスです。

　私たちの仕事は、建物が完成後に目に見える物が多く、

仕上りに大きな影響を及ぼします。

　庁舎・オフィスビル・体育館・マンション・物流倉

庫・工場などの建物に関わり、現在は東海３県だけでな

く、関東・関西の現場でも実績を増やしております。

　THINK	SPACE・THINK	METALS、建物の空間を

金物で美しく演出するというコンセプトで社会に貢献し

たいと考えています。

　私は1978年 ( 昭和53年 ) に愛知県江南市で生まれ、そ

の後は岐阜県各務原市で育ちました。

　27歳の時に妻と結婚し、入社する事になりました。そ

の時初めて建設業と出会い、刈谷市とも出会いました。

早いもので今年で15年となります。

　現在は妻と息子・娘と４人で暮らしております。

　趣味は旅行とスポーツです。自分でのプレーはゴルフ

ぐらいしかできていませんが、野球やサッカーを観戦す

るのも好きです。部活はずっとサッカーでした。

　今でもドイツのバイエルンミュンヘンのホームスタジ

アムで観戦したことが良い思い出です。

　コロナ禍が納まり、また自由に渡航できるようになれ

ば、旅行に出かけ、旅先でのスポーツ観戦や、ゴルフを

楽しみたいと思います。

　現状最年少と、若輩者ではありますが、諸先輩方から

人生や仕事、そして地域貢献など多くの事を学んでいき

たいと思っています。ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い

致します。

　　


